
第６期浜中町まちづくり
総合計画案町⺠説明会

新しい総合計画案がまとまりましたので、
町⺠のみなさんからのご意⾒を募集します。



総合計画とは

総合計画は、総合的かつ計画的なまちづくりを
進めるため、⻑期的な将来像や⽬標、取り組み
の⽅向性を明らかにするものです。

 現在の第５期総合計画が今年度で終了すること
から、令和２年度から令和１１年度までを計画
期間とする新しい総合計画の策定を進めていま
す。

 総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」により構成
します。

〔基本構想〕

〔基本計画〕

〔実施計画〕

基本構想は、本町の将来像とその将来像の達成に
向けた基本姿勢を⽰し、基本計画や実施計画の基
本理念となるものです。（期間は１０年）

基本計画は、基本構想で設定された本町の将来像
を実現するための⽅向性、さらには実施計画の基
本となる施策を⽰すものです。（期間は１０年）

実施計画は、基本構想や基本計画で定められた施
策や⼤綱をいかに展開するかを具体的な事業等を
もって⽰したもので、地域の実態や緊急性、財政
状況を勘案しながら策定するものです。

（期間は３年、毎年⾒直し）

策定⼿続きの「ここまで」と「これから」
町⺠参加で策定 ＋ 町議会で議決
①まちづくり委員会（町⺠＋役場職員）
②総合計画策定審議会（有識者、各団体の⻑）
③案の説明会とパブリックコメント
④町議会に提案
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浜中町の現状と課題
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浜中町の⽬標⼈⼝推計

目標人口推移 社⼈研推計

令和12年（2030年） 4,900⼈

浜中町の⽬標⼈⼝（推計）

 課題１ ⼈⼝減少社会への対応
 課題２ 持続可能な産業の振興
 課題３ ⾃然環境の保全と⽣活基盤の充実
 課題４ 災害に強いまちづくり
 課題５ 安⼼して暮らせる福祉と医療
 課題６ 地域に根ざした魅⼒ある教育
 課題７ 地域と⾏政との共創
 課題８ ⾏財政の的確な運営

○本計画の策定にあたり、まちづくりアンケート、まちづくり委員
会からの提⾔、⼩・中・⾼校⽣の絵画・作⽂・論⽂募集などを⾏
い、それらの結果を踏まえ、現状と課題を８つに整理しました。
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まちづくりの基本的な考え⽅
 本町は、厳しいながらも広⼤な⼤地と豊かな資源を育む太平洋に恵まれ、

農・漁業を中⼼に⾃然と調和したまちづくりを進めてきました。
 近年、町を取り巻く環境は⼤きく変化し、⼈⼝減少や経済の低迷、多様

化・⾼度化する価値観や⽣活スタイルに伴う地域課題の複雑化、⼤規模な
⾃然災害の発⽣など多くの難題を抱えています。しかし、先⼈が幾多の困
難を乗り越えてきたように、私たちも責任と未来に希望をもってこの困難
を乗り越えていかなければなりません。

 そのためにも10年後の将来を⾒据え、地域と⾏政が⼀体となり、かけがえ
のない⾃然環境を⼤切にし、地域特性を活かした産業振興を図りながら、
郷⼟に対する愛着と誇りを醸成し、町⺠⼀⼈ひとりの笑顔が輝くまちづく
りを⽬指していきます。

まちづくりのテーマ（将来像）

「笑顔輝く共創のふるさとを 未来へ
⾃然とともに⽣きる 豊かな⼤地と海のまち はまなか」

「笑顔輝く共創のふるさと はまなか」
だれもが安⼼して暮らし続けることができる「ふるさとはまなか」を町⺠
と⾏政とで共に創り上げることで、町⺠⼀⼈ひとりの笑顔が輝くまちを⽬
指します。

「⾃然とともに⽣きるまち はまなか」
美しい⾃然環境を守りつつ、⾃然災害への対策を進め、快適で住みよいま
ちを⽬指します。

「豊かな⼤地と海のまち はまなか」
⼤地と海の恩恵を受けながら第⼀次産業を振興し、商⼯業や観光業との結
びつきにより、まち全体の活性化を⽬指します。

将来像は、町⺠と⾏政が共に⽬指す「まちの共通⽬標」です︕
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将来像実現のための６本の柱

 基本⽬標１【産業の垣根を越えて、みんなで築きあげる活⼒あるまちづくり】
農林⽔産業、商⼯業、観光業など浜中町の恵まれた⾃然環境や地域資源を有効

活⽤した産業振興など、産業界が⼀体となった活⼒あるまちを⽬指します。

（１）農業の振興
環境と調和した農業を将来に渡

り持続するために、循環型農業を
基本とした⽣産基盤の整備を図り
ます。また、地域の担い⼿となる
意欲と能⼒のある後継者の確保と
新規就農者の育成を⾏い、酪農業
を発展させ、地域コミュニティの
維持に必要な施策を講じます。さ
らに、浜中町で⽣産される⾼品質
乳の⽣産を維持するため、⽣産環
境への⽀援を⾏うとともに、6次
産業化を推進し、選ばれる浜中ブ
ランドの確⽴を⽬指します。

主要な施策

⽣産基盤の整備

⾃然と調和した農業の展開

担い⼿の育成・確保

⽜にやさしい環境づくり

６次産業化及び地産地消の推進

（２）林業の振興
森林の持つ多⾯的な機能を維

持・保全していくため、浜中町森
林整備計画に基づき、森林の健全
な維持管理を主とした事業を進め
るとともに、⽊材などの普及促進
に努め、さらなる森林資源の有効
活⽤を図ります。また、農林業被
害を最⼩限に抑制するため浜中町
⿃獣被害防⽌計画に基づき、エゾ
シカなどの個体数の適正管理を図
るとともに、新規狩猟者の確保に
努めます。

主要な施策

森林の整備と⽊材普及

⿃獣被害防⽌対策の推進

林業従事者の育成・確保

○将来像実現のための、まちづくりの基本⽬標を分野別に設定します︕
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（３）漁業の振興
漁村の持つ多⾯的な機能を維持

し、持続可能な漁業を実現するた
め、科学的知⾒に基づく⽔産資源
の適切な管理や増養殖事業の推進、
昆布藻場・⼲潟の保全、港湾・漁
港関連施設の整備・保全など、⽣
産基盤の整備や機能維持に努めま
す。
また、漁業就業者の減少、⾼齢

化に対応するため、後継者の育
成・就業⽀援による担い⼿の確保
やＩＣＴ・ＡＩなどの活⽤による
効率的な漁業⽣産体制を推進して
漁業経営の安定、強化を図ります。

主要な施策

漁業⽣産の安定

漁業基盤の強化

消費者志向に即した⽔産業の推進

魅⼒ある漁村づくり

（４）商⼯業の振興
商⼯業の経営の安定と改善を図

ることを⽬的に、商⼯会と連携・
⽀援を⾏うとともに、地元企業に
対する⽀援を継続的に⾏います。
また、⼀次産品の付加価値化を図
るため、新製品の開発等を奨励
し、新しい産業の創出による雇⽤
の拡⼤や地域経済の活性化を促進
します。さらには、後継者不⾜の
解消及び定住の促進を図ります。

主要な施策

商⼯業活性化対策の推進

商⼯業活動の促進

地域ブランド化の推進

消費⽣活への対策

（５）観光業の振興
旅⾏形態の変化や増加する外国

⼈観光客に適切に対応し、観光地
としてのイメージアップを図るた
め、効果的な情報発信体制を整備
し、浜中町独⾃の魅⼒的な観光資
源の情報発信に努めます。また、
近隣地域との広域連携を強化し、
⾃然景観や⾷、体験などを活⽤し
た観光振興を図ります。

主要な施策

ホスピタリティの充実

観光客誘致に向けた活動推進

資源を活⽤した観光の推進
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 基本⽬標２【⾃然を守り未来につながる住みよいまちづくり】
本町が有する豊かで魅⼒的な⾃然環境や景観を守り継ぎながら、住環

境の整備など快適で住みよいまちを⽬指します。

（１）⼟地利⽤
⼟地利⽤に関する法令や指針に

基づく適切な⼟地利⽤を誘導する
ほか、町有地の有効活⽤と適切な
管理を⾏い、秩序ある⼟地利⽤に
努めます。

主要な施策

計画的な⼟地利⽤の推進

地籍情報の補完

（２）⾃然保全・景観形成
貴重な⾃然環境や農・漁村の景

観の向上、美しい町並みの保全な
どを図るため、町⺠や各団体、⾏
政が連携し、⾃然環境の保全や調
和のとれた景観形成を推進しま
す。

主要な施策

⾃然環境の保全

⾃然エネルギーの利活⽤と省エネ
の推進

⾃然と調和した景観の形成

（３）環境保全・環境衛⽣
町⺠に対し、ゴミ・資源物の分

別の徹底を継続して啓発すること
で、環境にやさしいまちづくりを
進めるための意識向上を図りま
す。

主要な施策

環境の保全

ゴミ処理対策の推進

不法投棄防⽌の対策

（４）公園・緑地・墓地整備
公園や緑地など町⺠が集い、憩

う場の整備と適切な維持管理に努
めるとともに、植栽など地域の緑
化を推進し、緑で美しいまちを⽬
指します。また、町内にある各墓
地と斎場の適切な維持管理に努め
ます。

主要な施策

公園・緑地の整備

緑化運動の推進

墓地・斎場の整備

（５）交通安全・防犯対策
交通安全設備の整備や交通安全

指導の強化により、交通事故の発
⽣を予防するとともに、防犯対策
などを進め、安⼼して暮らせる地
域の確⽴に努めます。

主要な施策

交通安全対策の推進

防犯対策の推進
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（６）住宅・住環境整備
⾼齢者世帯の増加や⽣活形態の

変化などの多様なニーズに対応し
た快適な町営住宅の供給や計画的
な修繕などを⾏い⻑寿命化に努め
ます。⺠間住宅については、耐震
化や永く住み続けられる住まいづ
くりを⽀援し、空き家対策を進め
るなど、安⼼・安全で快適な住環
境の整備を推進します。

主要な施策

快適な町営住宅の供給

地域にあった住環境の整備

空家等の適切な管理の推進

（７）情報通信の整備
通信基盤の整備や情報通信シス

テムの整備などに計画的に取り組
み、町⺠⽣活の向上や地域産業の
振興などに努めます。

主要な施策

情報通信の整備

（８）道路・交通網の整備
近隣市町村への安定的な移動や

輸送のため、⾼規格⾃動⾞道や国
道、道道の整備について要望する
とともに、⽣活道路の整備を進
め、⾞社会の利便性と安全性を図
るための事業推進に努めます。ま
た、町⺠⽣活の基盤となる公共交
通の確保と利便性の向上を図るた
め、地域住⺠や交通事業者と協⼒
しながら、利⽤者のニーズに即し
た新な公共交通の導⼊などの取組
を進め、総合的な公共交通体系を
確⽴するとともに、住⺠意識の醸
成と利⽤の促進に努めます。

主要な施策

道路・交通網の整備

⽣活道路の整備

快適で安全な道路環境の整備

公共交通網の整備

（９）上・下⽔道の整備
⼈命・産業の源である、安全・

安⼼な⽔道⽔を提供するため、
「浜中町⽔道ビジョン」を基に、
⽼朽化した⽔道施設の更新を計画
的に進めます。また、⽣活排⽔や
し尿の適切な処理を⾏うため、下
⽔道施設の維持管理に努めます。
下⽔道整備が困難な地域について
は、引き続き合併処理浄化槽の設
置により、環境保全に努めます。

主要な施策

⽔道事業の基盤強化

下⽔道施設の維持管理

し尿等の適切な処理
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 基本⽬標３【災害に強く町⺠によりそったまちづくり】
⾃然災害に対し強くしなやかな防災対策を進めるとともに、消防・

救急体制の強化を⾏い、町⺠の⽣命と財産を守るまちを⽬指します。

（１）町⼟の保全
治⼭事業による森林の維持造成

を通じて、⼭地災害などから地域
住⺠の⽣命や財産を守るととも
に、⽔源涵養機能や国⼟保全機能
による⽣活環境などの向上や保全
を図り、安全で住みよい定住条件
を整備します。災害などに対処す
る危険箇所の監視に努め、⾃然環
境の保全とあわせ町⺠の安全と財
産を守るための治⼭・治⽔対策を
推進します。

主要な施策

治⼭の推進

治⽔の推進

海岸保全の推進

（２）防災体制の整備
地震や津波など⾃然災害の発⽣

を想定し、関係機関と連携しなが
ら防災体制の確⽴を図り、避難施
設や受援体制の整備など、「浜中
町地域防災計画」に沿って防災対
策を進めます。また、各家庭・事
業所などへ啓発を⾏うことで町⺠
の防災意識の⾼揚を図り、避難訓
練参加率の向上に努めます。

主要な施策

防災対策の推進

防災意識の向上

避難体制の整備

⾏政機能の確保

（３）消防・救急体制の整備
町⺠の防⽕意識の⾼揚と、防⽕

管理体制の充実強化を図り、⽕災
予防に努めます。また、消防職員
の技能向上や消防施設、設備など
の拡充を進めるとともに、消防団
員の確保に努め、消防⼒の強化に
努めます。救急現場及び搬送途上
における応急措置の迅速な対応を
推進するとともに、町⺠に対する
応急⼿当の普及啓発を⾏い救命率
の向上に努めます。

主要な施策

消防体制の整備

救急体制の整備
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 基本⽬標４【⼦どもから⼤⼈まで安⼼して暮らせる未来のまちづくり】
町⺠が互いに⽀え合い、出産や⼦育て、健康づくりなど地域福祉や

医療体制の充実を図りながら、だれもが安⼼して暮らし続けることが
できるまちを⽬指します。
（１）地域福祉
超⾼齢化社会と少⼦化による⼈

⼝減少時代に対応し、共に助け合
いながら⽣活できる地域社会づく
りと⼦どもが安全で健やかに育つ
ための環境づくりを推進します。

主要な施策

地域で⽀え合う基盤体制の確⽴

住みよい環境づくりの推進

（２）⾼齢者福祉
⾼齢者が住み慣れた地域で安⼼

して暮らし続けることが出来るよ
う、健康づくりや介護予防への取
組や地域での⽀え合いの体制づく
りを進めます。
また、⾼齢者が希望する介護保

険サービスを受けられる体制の確
⽴を推進するとともに、必要な
サービス情報を速やかに提供する
体制を構築します。さらに、介護
保険制度について分かりやすく解
説することにより、制度について
理解を深めるとともに、適正化事
業を実施することにより、適正な
運営と介護負担軽減に努めます。

主要な施策

介護予防・⽇常⽣活⽀援総合事業
の推進
介護保険制度の円滑な運営とサー
ビスの充実促進

社会参加といきがいづくりの促進

（３）障がい者福祉
障がい者（児）が地域の中で⾃

⽴し、安⼼して⽣活することが出
来るよう、障がい福祉サービスの
充実を図りながら、住み慣れた地
域での社会参加への機会を促進し
ます。

主要な施策

安⼼な⽇常⽣活⽀援の充実

社会参加の促進
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（４）⼦育て⽀援・児童福祉
浜中町の未来を担う⼦供たちが、

⼼⾝ともに健康で安⼼して成⻑で
きるよう、⼦育て世帯へ妊娠期か
ら⼦育て期にわたるまでの切れ⽬
のない⽀援を⾏い、あわせて経済
的負担の軽減を図ることで、⼦育
て世代が安⼼して妊娠、出産、育
児ができる環境づくりを推進しま
す。

主要な施策

⼦育ての⽀援機能の充実

保育の充実

明るい家庭づくりの推進

児童の健全育成・環境づくり



（５）⺟⼦・⽗⼦・低所得者福祉
ひとり親家庭が社会的に⾃⽴し

た⽣活が送れるよう、援護対策を
積極的に進め、地域全体での⽀援
を推進します。また、経済的に不
安定な状態にある低所得者につい
ても⽣活の安定、向上と⾃⽴を図
るため、適切な相談、指導や就労
機会の拡⼤に努めながら、各種⽀
援資⾦貸付制度などの活⽤を促進
します。

主要な施策

⺟⼦・⽗⼦家庭の福祉対策

低所得者福祉対策の充実

（６）医療体制の整備
町⽴浜中診療所は、病床を有す

る町内唯⼀の医療機関として、保
健・医療・福祉との連携さらには
近隣の医療機関、消防署との連携
を図ります。また、少⼦⾼齢化に
伴う医療ニーズに対応した医療
サービスの提供と救急医療体制を
確⽴させ、浜中・茶内⻭科診療所
とともに地域医療体制の充実を図
ります。

主要な施策

地域医療の充実

広域・救急医療体制の確⽴

（７）保健・健康づくりの推進
壮年期死亡の減少、健康寿命の

延伸及び⽣活の質の向上を実現す
ることを⽬的に、町⺠が主体と
なった健康づくり運動を推進しま
す。

主要な施策

保健予防事業の推進

保健・健康づくりの推進

（８）保険・年⾦
町⺠の健康と⽼後の⽣活安定を

維持するため、国⺠健康保険の適
正な運営と後期⾼齢者医療制度、
国⺠年⾦制度の周知と普及に努め
ます。

主要な施策

国⺠健康保険の安定的な運営

後期⾼齢者医療制度

国⺠年⾦
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 基本⽬標５【豊かな学びを育み、未来に向かって挑戦し続ける⼈づくり】
ふるさと浜中に誇りを持ち、⽣涯にわたり⼼豊かに学び続け、健や

かな⼈⽣を実現する、次代を担う⼈づくりを⽬指します。

（１）学校教育の充実
児童⽣徒の「⽣きる⼒」を育

み、「主体的・対話的で深い学
び」の実現による児童⽣徒の資
質・能⼒の向上につながる取組が
できる教育環境の整備、教職員の
学習指導や⽣徒指導などの資質向
上を図るための研修の充実や働き
⽅の⾒直し、学校・家庭・地域の
連携・協働による児童⽣徒の健全
育成などの取組の充実を図りま
す。また学校施設の⽼朽化を踏ま
えた計画的な維持改修を実施する
ことにより⻑寿命化を推進すると
ともに、将来の⼈⼝減少を⾒極め
た学校適正配置の協議を進めま
す。
給⾷センターについては、衛⽣

管理に務め、地産地消を取り⼊れ
た給⾷内容の充実を図ります。
霧多布⾼等学校については、存

続を図るため町⽴⾼校としての特
⾊ある教育内容の充実を図りま
す。

主要な施策

教育内容の充実

教育環境の整備

学校給⾷の充実

⾼等学校教育の充実

（２）社会教育の推進
町⺠の⾃主的・主体的な学習活

動を⽀援し、学びあい、教えあう
相互学習などを通じて地域づくり、
仲間づくりを推進し、⼼⾝ともに
充実した豊かな⽣活を送るため、
⽣涯各期において必要に応じた学
習機会の提供に努めます。

主要な施策

乳幼児期教育の充実

⻘少年期教育の充実

成⼈期教育の充実

⾼齢期教育の充実

学習拠点の充実
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（３）芸術・⽂化活動の推進
芸術鑑賞の機会を提供し、⽂化

活動の活性化を図るとともに、活
動している団体やサークルを⽀援
し、会員数の減少に⻭⽌めをかけ、
指導者の育成、後継者の確保に努
め、芸術⽂化の振興を図ります。
また、郷⼟芸能や伝統技術の保

存・継承を進めるとともに、郷⼟
資料の展⽰・保存⽅法を検討し、
有効活⽤を図ります。

主要な施策

芸術・⽂化の振興

⽂化財の保護・保全

（４）スポーツの振興
町⺠が、⽣涯にわたり⼼⾝とも

に健康で⽂化的な⽣活を営むこと
ができるよう、スポーツ活動を普
及し、だれもが、いつでも、どこ
でも、気軽にスポーツを楽しむこ
とのできる環境の整備に努めます。

主要な施策

スポーツ活動の振興

スポーツ団体⽀援と新たな指導者
の発掘

スポーツ施設の充実
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 基本⽬標６【地域とともに歩む創意に満ちたまちづくり】
⾏政の公正・公平性・透明性を⼀層⾼めつつ情報発信を積極的に

⾏い、町⺠に信頼される⾏財政運営を進めるとともに、町⺠⼀⼈ひ
とりがまちづくりの主役となる、共創のまちを⽬指します。

（１）町⺠と⾏政の共創による
まちづくり

町⺠憲章の理念やまちの将来像
の実現に向けて、町⺠や⾏政など
が連携して、共創のまちづくりが
進められるよう参画機会の創出や
情報提供の充実を図ります。
男⼥平等参画社会の実現につい

ては、男⼥の性別に関係なく地域、
職場、家庭など、あらゆる場⾯で
平等に活躍でき、男⼥の⼈権が尊
重され⽣活することが可能となる
よう社会形成の推進に努めます。

主要な施策

まちづくりへの町⺠参加の推進

男⼥平等参画の促進

広報・広聴活動の充実

（２）コミュニティ活動の推進
地域の交流と相互扶助意識や連

帯感の醸成を促し、コミュニティ
活動の活性化を図ります。また、
コミュニティ活動の拠点となる施
設の整備を図ります。

主要な施策

主体的コミュニティ活動の推進

コミュニティ間の交流推進

（３）開かれた⾏政運営の展開
地⽅分権の進展に伴い地⽅⾃治

体が果たすべき役割と責任が問わ
れる中、職員の定員管理の適正化
を図りながら、機能的、効率的な
組織機構の確⽴に努め、住⺠サー
ビスの向上を図ります。また、⾏
政情報を町⺠にわかりやすく知ら
せるため、情報公開に積極的に取
り組むとともに、公平・透明性の
確保に努めます。

主要な施策

⾏政運営の充実

庁舎等の環境改善
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（４）健全な財政運営の推進
⼈⼝減少社会を⾒据え、限られ

た財源を選択と集中により計画的、
効率的に投資するとともに、適正
な課税・徴収に努め、健全な財政
運営を⽬指します。

主要な施策

健全な財政運営の推進

（５）地域間交流・国際交流の
推進

本町の出⾝者などで組織されて
いる「ふるさと会」への⽀援と交
流活動を推進するほか、町外から
本町へ関わりを持つ交流⼈⼝の拡
⼤に努めます。
また、多⽂化共⽣に対する理解

を深め、国際感覚を持つ⼈材の育
成を図ります。
北⽅四島の早期返還に向け、啓

発活動や返還運動、交流活動など
を積極的に推進します。

主要な施策

地域間交流の推進

国際交流の推進

⾮核平和の推進

北⽅領⼟返還運動の推進

（６）広域⾏政の推進
釧路管内や道東圏をはじめとし

た広域的な発展に向けたネット
ワークの構築や⾏政連携を進めま
す。

主要な施策

広域⾏政の展開
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将来像実現のための＋α
 戦略プロジェクト（まちづくりを進める上での考え⽅）

まちづくりのテーマ（将来像）
「笑顔輝く共創のふるさとを 未来へ

⾃然とともに⽣きる 豊かな⼤地と海のまち はまなか」
実現のために、基本⽬標や施策の⼤綱を横断して戦略的に取
り組むプロジェクト

①だれもが安⼼して暮らせるまち プロジェクト
②安⼼・安全な住みよいまち プロジェクト
③産業の魅⼒度アップ プロジェクト

 誰もが安⼼して暮らせるまち プロジェクト
「笑顔輝く共創のふるさと はまなか」を⽬指して
⼈⼝減少が進む現在、⼦育て環境の整備や地域医療の充実、地域

を⽀える⼈材の育成、コミュニティ活動の促進など安⼼して暮らせ
る環境の整備がまちづくりに求められています。
持続可能なまちづくりを進めるためには、住⺠や⾏政がそれぞれ

の役割を発揮し、将来像を共有し⼀緒にまちを創り上げていくこと
を意識し、課題を解決することで町⺠⼀⼈ひとりの笑顔が輝くまち
を⽬指します。

関連する主な施策の⼤綱
地域福祉 学校教育の充実
⾼齢者福祉 社会教育の推進
障がい者福祉 芸術・⽂化活動の推進
⼦育て⽀援・児童福祉 スポーツの振興
⺟⼦・⽗⼦・低所得者福祉 町⺠と⾏政の共創によるまちづくり
医療体制の整備 健全な財政運営の推進
保健・健康づくり 広域⾏政の推進
保健・年⾦
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将来像実現のための＋α
 安⼼・安全な住みよいまち プロジェクト

「⾃然とともに⽣きるまち はまなか」を⽬指して
町⺠が安⼼・安全に、将来にわたって住み続けるためには、豊か

な⾃然環境を守りつつ、⽇常の⽣活基盤の向上を図るとともに、災
害からしっかり安全が確保されることが必要です。
⾃然との共⽣や地域資源の持続可能な活⽤を意識した取組を進め、

快適で住みよいまちの形成を⾏い、「災害に強いまちづくり」を⼀
層進め、町⺠⼀⼈ひとりの安⼼・安全な住みよいまちを⽬指します。

関連する主な施策の⼤綱
⾃然保全・景観形成 上・下⽔道の整備
環境保全・環境衛⽣ 住宅・住環境整備
⼟地利⽤ 町⼟の保全
公園・緑地・墓地整備 防災体制の整備
交通安全・防犯対策 消防・救急体制の整備
情報通信の整備 コミュニティ活動の推進
道路・交通網の整備 開かれた⾏政運営の展開

 産業の魅⼒度アップ プロジェクト
「豊かな⼤地と海のまち はまなか」を⽬指して
豊かな⾃然環境を活かし、⽣産基盤の整備や経営基盤の安定化な

どを進めながら魅⼒ある産業の育成が必要です。
また、持続発展的な産業育成のため、産業後継者の確保、⼈材育

成の強化を進める必要があります。
さらに、⼀次産業と商⼯業、観光業を結びつけ、地場産品の付加

価値化やブランド化などに取り組み、本町の優れた観光素材等と併
せ、オール浜中で魅⼒を対外的にＰＲすることで、交流⼈⼝の拡⼤
を図りながらまち全体の活性化を⽬指します。

関連する主な施策の⼤綱
農業の振興 商⼯業の振興
林業の振興 観光業の振興
漁業の振興 地域間交流・国際交流の推進
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総合計画は将来像を共有する
ところから

 基本構想は、まちの将来像と将来の⽬標を明らかにし、
これらを実現するための基本計画や実施計画などすべて

のガイドラインとなるものです。

 したがって、総合計画の最も重要な部分になります。

 将来像が共有できなければ、共創によるまちづくりはで

きません。

 そこで、町⺠のみなさんから基本構想についてのご意⾒

をいただきます。

 ちなみに、これから何をするのか、いつやるのかなど具
体的な事業や内容などは、毎年策定する「実施計画」で
お⽰しします。今回は、基本構想が共有できる将来像
か、また、将来の⽬標や⽅向性は間違っていないかを確

認するものとなります。
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ご意⾒（パブリックコメント）
を募集しています。

○新しい総合計画案（基本構想）について、ご意⾒を募集します。
○募集期間 １２⽉５⽇から１２⽉２７⽇まで（必着）
○閲覧場所 町ホームページ、役場本庁、茶内⽀所、浜中⽀所、

総合⽂化センター
○意⾒の提出⽅法

任意の様式に「住所・⽒名、ご意⾒」を必ず記載の上、
ファックス、電⼦メール（添付ファイル不可）郵便等、
または直接役場まで提出してください。

○その他
皆様からお寄せいただいたご意⾒は、意⾒概要として
まとめ、町の考え⽅とともに後⽇ホームページで公表
します。また、個々のご意⾒に対しては、直接回答は
いたしませんので、あらかじめご了承ください。

◎ 提出・お問い合わせ
浜中町企画財政課企画調整係

（受付は、開庁⽇の8︓30〜17︓15）
〒088－1592 浜中町霧多布東４条１丁⽬３５番地１
ＴＥＬ︓０１５３－６２－２２３７
ＦＡＸ︓０１５３－６２－２２２９
E-mail︓sogo@town.hamanaka.lg.jp
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